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目　次 表紙の図柄は、1901年に創刊された弊誌第１号の
表紙図柄（荒木十畝・画）をデザイン化したものです。
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　10年前の110巻から季刊誌としてお届けしている
本誌ですが、今回の秋号はまさに「秋」「祭り」「自
然」といった日本ならではの行事や四季と結びつく
話題が満載の号になっています。すとうあさえ氏は
「秋は私の一番好きな季節です」と始め、「保育ノー
ト」の関山隆一氏は「自然には子どもたちを夢中に
してくれる何かがある」と断言されています。座談
会では、伝統的な地域の祭りと子どもたちの話から、
子どもたちと大人でつくっていく新しい行事の話に
つながっていきました。「秋」は、ハレの日、ケの日、
粛々と営む暮らしについて考えるのにぴったりの季
節ということなのでしょうか。
　さて本誌が、同じフレーベル館発行の『保育ナビ』

９月号で、「創刊120年に寄せて～120年、何に悩み、
何を想う 変わらない保育者のまなざしを次世代へ」
という論点で特集されました。「子どもにとって何が
最善かを、子どもを軸に置き、語る」を創刊以来根
本に据えて刊行してきたことをテーマに、編集に携
わる者たちが語りあう座談会を行いました。また、
時代に翻弄されつつも、子どもへの最善の策を模索
する研究者や教育者の姿が『幼児の教育』を通し
て見えてくる内容になっています。ぜひ『保育ナビ』
９月号も手に取っていただければと願います。「子ど
もを軸に置き、語りあっていますか」「目の前の子ど
もにとって何が最善か、考えていますか」と改めて
自分に問うきっかけになるように思います。（TY）

幼児の教育 秋号 第120巻　第4号

創刊120周年。歴史を生かし「今」の保育をどうするか。

　 ◇ 『幼児の教育』120周年。未来に何をつなぐのか ４
　　座談会　戸外保育、散歩と保育（仮題）
　　　　　　坂本喜一郎氏、野村直子氏　ほか

◇　論考「さんぽ」　三輪律江氏（横浜市立大学）

◇ 「からだのはなし　～ 乳幼児期の性教育を考える ～」
　　　　　　　　　北山ひと美氏（和光小学校・幼稚園） ※タイトル・内容が変更になる場合もあります。

● ご購入のお問い合わせは、フレーベル館までお願いします。03-5395-6613（営業）●
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